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季節の変わり目で体力が落ちてくる梅雨に入ります。寒暖差が激しくなるこの季節は体調を崩しがちです。
じめじめと湿度が上がってくるので食中毒にも注意が必要です。菌が増えても食品の風味の変化に気づかずに
食べてしまいがちです。安全な給食を提供できるよう、園でも食品管理を徹底していきます。

＊ ６月は“食育月間”です ＊

“食育”と聞くと特別なことのように思ってしまいますが、何気なく行っている日々の声掛けも十分な食育で

す。食具の持ち方や、よく噛んで食べること、食事の前には手洗いをすることなど、ぜひお子さんとお話しして

みてください。

食事のマナー

“命をいただく”という意味も

こめられた食事のあいさつをしっ

かりすることや、正しい姿勢を心

がけましょう。

配膳など簡単なことから始めて

みましょう。たくさんほめるよう

にし、お手伝いが楽しくなるよう

にサポートしましょう。

包丁を使う難しい作業ではなく

ても、盛り付けを手伝ってもらう

ことで“これは自分で完成させ

た”という満足感を味わうことが

できます。

食事のお手伝い クッキング

６月４日から１０日は歯と口の健康週間です

よく噛むことはいいことがいっぱい！

・食べもののおいしさを感じやすくなる
・消化を助けてくれる
・唾液に含まれるホルモンの働きをよくする
・歯やあごの骨を強くする
・言葉の発音がはっきりする
・脳が発達する

・硬いものよりも歯ごたえのあるものを
食物繊維の多い野菜（ごぼう、れんこんなど）や、海藻、

きのこは歯ごたえのよい食材です。
・食材を大きめに切る
食材を大きくすることで自然と噛む回数を増やすことが

できます
・素材を組み合わせる
１つの材料を単品で調理するよりも何種類かの野菜を組

み合わせたほうがよく噛むようになります
・味付けを薄味に
素材の味を確かめようとするため、自然と噛む回数が増

え唾液がたっぷりでます

この健康週間は日本歯科医師会などが実施をしています。歯は一生使わなくてはならない大切なものです。虫

歯や歯の病気になってしまうと食べものをよく噛むことができなくなり、身体に必要な栄養がとれなくなってし

まいます。また、よく噛んで食事をすることでいいことがたくさんあります。

噛む回数を増やすには…

食育活動 すみれ組

えだまめもぎとり
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